
第六章　穀梁伝の思想(上)(野間)

春
秋
三
伝
入
門
講
座

第
六
章
　
穀
梁
伝
の
思
想
　
(
上
)

野
間
　
文
史

春
秋
の
三
特
色
/
魯
国
主
体
に
つ
い
て
/
内
魯
説
・
内
辞
に
つ
い
て
/
王
室
尊
崇
の
念
に
つ
い
て
/
周
王
尊
崇
に
つ
い
て
/

周
封
建
制
度
の
維
持
/
天
子
と
諸
侯
/
諸
侯
は
正
に
与
ふ
/
大
夫
は
国
の
体
な
り
/
変
の
正
に
つ
い
て
/
民
は
君
の
本
な
り
/

穀
梁
伝
の
春
秋
観
/
魯
隠
公
論
/
譲
位
の
否
認
/
親
親
を
以
て
尊
尊
を
害
は
ず
/
　
(
以
上
本
集
)

善
な
れ
ど
も
正
な
ら
ず
/
正
也
・
非
正
也
と
礼
也
・
非
礼
也
/
礼
の
尊
重
/
婦
人
は
人
に
従
ふ
者
な
り
/
男
子
は
婦
人
の
手
に
絶
え
ず
/

妾
母
の
地
位
に
つ
い
て
/
穀
梁
伝
と
そ
の
他
の
礼
文
献
/
穀
染
伝
の
夷
秋
観
/
災
異
の
見
方
/
助
字
の
見
方
/
緩
辞
・
急
辞
/

助
字
の
辞
例
/
某
之
為
言
、
猶
某
也
/
穀
梁
伝
の
作
成
　
(
以
上
次
集
)

117

春
秋
の
三
特
色
　
　
以
上
前
章
に
お
い
て
は
、
『
穀
梁
伝
』
の
成
立
の
事
情
、

並
び
に
『
穀
梁
伝
』
　
の
釈
義
の
主
な
方
法
と
そ
の
文
体

等
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
は
、
『
穀
梁
伝
』
が
『
公
羊
伝
』
を

以
て
先
行
す
る
『
春
秋
』
伝
と
見
な
し
、
し
か
も
こ
れ
を
意
識
し
っ
つ
作
成
さ

れ
た
文
献
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、

『
穀
梁
伝
』
の
具
体
的
主
張
を
検
討
す
る
。
そ
の
順
序
と
し
て
、
こ
こ
で
も
『
公

羊
伝
』
の
場
合
と
同
様
に
、
『
春
秋
』
経
文
の
三
特
色
、
す
な
わ
ち
、

第
一
点
、
『
春
秋
』
が
魯
国
主
体
の
記
録
で
あ
る
こ
と
。

第
二
点
、
『
春
秋
』
に
周
の
王
室
に
対
す
る
尊
崇
の
念
が
有
る
こ
と
。

第
三
点
、
『
春
秋
』
が
周
の
封
建
制
度
の
下
に
お
け
る
秩
序
を
重
ん
じ
て

い
る
こ
と
。

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
『
穀
梁
伝
』
が
い
か
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
点
か
ら

始
め
る
こ
と
と
し
よ
う
。



東洋古典學研究　第6集1998

魯
国
主
体
に
つ
い
て
　
　
先
ず
第
一
点
に
つ
い
て
。
『
穀
梁
伝
』
に
お
い
て

も
左
に
挙
げ
る
数
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
第
一

人
称
で
あ
る
「
我
」
・
「
吾
」
が
魯
国
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
『
公
羊
伝
』
と

変
わ
ら
な
い
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
『
穀
梁
伝
』
も
魯
国
主
体
で
書
か
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

桓
0
2
　
「
九
月
、
入
杷
」

我
が
国
が
　
(
相
国
に
)
　
入
っ
た
の
で
あ
る
。
(
我
人
之
也
)

桓
0
5
　
「
冬
、
州
公
如
曹
(
州
公
曹
に
如
く
)
」

外
国
が
互
い
に
往
来
し
あ
う
こ
と
は
書
か
な
い
。
こ
こ
で
書
い
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。
我
が
国
を
通
過
し
た
か
ら
で
あ
る
。
(
外
相
如
不
書
。
比

其
書
何
也
。
過
我
也
)

荘
1
0
　
「
夏
、
六
月
、
賓
師
宋
師
次
干
郎
(
斉
師
・
宋
師
郎
に
次
す
)
」

「
次
」
と
は
止
ど
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
(
斉
師
・
宋
師
が
郎
に
止
ど
ま
る
と

は
)
我
が
国
を
畏
れ
た
の
で
あ
る
。
(
次
、
止
也
。
畏
我
也
)

桓
1
1
　
「
柔
合
宋
公
陳
侯
察
叔
盟
干
折
(
柔
宋
公
・
陳
侯
嘉
叔
に
会
し
て
折
に
盟

ふ)」「柔
」
と
は
誰
の
こ
と
か
。
吾
が
国
の
大
夫
で
、
未
だ
爵
命
を
受
け
て

い
な
か
っ
た
者
で
あ
る
。
(
柔
者
何
、
計
大
夫
之
未
命
者
也
)

以
上
の
例
は
「
我
」
・
「
吾
」
を
魯
国
の
意
味
に
使
用
し
た
も
の
で
、
そ
の

点
は
『
公
羊
伝
』
と
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
穀
梁
伝
』
に
は
、
必
ず
し
も

魯
国
を
指
し
て
い
な
い
「
我
」
の
用
例
も
若
干
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
を

倍
0
8
　
「
秋
七
月
、
藤
子
大
廟
用
致
夫
人
(
大
廟
に
蹄
し
用
て
夫
人
を
致
す
)
」

「
用
」
と
は
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
も
の
。
「
致
」
と
は
致
す
べ
き
で
な

い
も
の
を
い
う
。
「
夫
人
」
　
の
こ
と
を
い
う
場
合
に
は
必
ず
そ
の
氏
姓
を

用
い
る
。
こ
こ
で
「
夫
人
」
の
こ
と
を
い
う
の
に
氏
姓
を
用
い
な
い
の
は
、

夫
人
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
妾
を
立
て
た
と
い
う
表
現
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
正
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
(
偉
公
が
)
夫
人
と
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
我
も
夫
人
と
認
め
な
い
で
お
れ
よ
う
か
。
夫
人
に
は
卒
・
葬
を

記
録
す
る
の
が
常
例
で
あ
る
か
ら
、
我
も
卒
・
葬
を
記
録
し
な
い
で
お
れ

よ
う
か
。
…
…
(
用
者
、
不
宜
用
者
也
。
致
者
、
不
宜
致
者
也
。
言
夫
人
必
以

其
氏
姓
。
舌
夫
人
而
不
以
氏
姓
、
非
夫
人
也
。
立
妾
之
辞
也
。
非
正
也
。
夫
人
之
、
我

可
以
不
夫
人
之
平
。
夫
人
卒
葬
之
。
我
可
以
不
卒
葬
之
平
。
)

こ
の
例
の
場
合
、
「
我
」
　
は
魯
国
を
意
味
し
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
魯

春
秋
」
　
の
記
録
者
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
『
春
秋
』
の

制
作
者
孔
子
を
指
し
て
い
る
と
も
取
れ
そ
う
で
あ
る
。
次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

倍
1
9
　
「
梁
亡
」

く
ら

自
分
か
ら
亡
ん
だ
の
で
あ
る
。
(
梁
君
は
)
酒
色
に
溺
れ
、
心
は
昏
く
、

耳
目
は
塞
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
上
に
正
長
の
治
が
な
く
、
大
臣
は
背
叛
し
、

民
は
寂
盗
と
な
っ
た
。
「
梁
亡
ぶ
」
と
は
、
自
分
か
ら
亡
ん
だ
の
で
あ

る
。
も
し
伐
た
れ
て
滅
亡
し
た
と
い
う
表
現
に
す
る
と
、
酒
色
に
溺
れ
た

こ
と
が
分
か
ら
な
い
。
「
梁
亡
ぶ
」
と
か
、
(
関
公
二
年
の
)
　
「
鄭
其
の
師

を
棄
つ
」
と
い
っ
た
例
は
、
我
が
加
損
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
ま
ま
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で
正
名
の
意
は
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
染
亡
」
は
(
君
が
)
悪
政

を
出
し
た
も
の
。
「
鄭
棄
其
師
」
　
は
(
君
が
)
　
そ
の
長
を
に
く
ん
だ
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
(
自
亡
也
。
涼
於
酒
、
淫
於
色
。
心
昏
、
耳
目
塞
。
上
無

正
長
之
治
。
大
臣
背
叛
、
民
席
題
盗
。
梁
亡
、
自
亡
也
。
如
加
力
役
焉
。
涼
不
足

道
也
。
梁
亡
、
鄭
棄
其
師
。
我
無
加
損
鳶
。
正
名
而
巳
臭
。
梁
亡
、
出
窓
正
也
。

鄭
棄
其
師
、
慈
其
長
也
)

内
魯
説
・
内
辞
に
つ
い
て
　
　
そ
し
て
そ
の
こ
と
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
『
穀

梁
伝
』
の
「
内
」
に
関
す
る
用
法
も
ま
た
『
公

羊
伝
』
に
比
べ
て
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
『
公
羊
伝
』

で
は
「
内
」
　
と
は
魯
国
を
指
す
こ
と
で
一
貫
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
魯
国
の
た

め
に
掛
酌
し
た
特
別
の
表
現
「
内
辞
」
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
『
穀
梁
伝
』
に

お
い
て
も
　
「
内
」
と
は
魯
を
指
し
、

こ
の
例
は
、
「
我
」
　
が
　
「
加
え
た
り
損
じ
た
り
」
　
し
て
　
「
魯
春
秋
」
　
に
手
直

し
を
施
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
ま
ま
で
　
「
正
名
」
　
の
意
を
示
し
た
も
の

だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
の
　
「
我
」
　
は
『
春
秋
』
の
制
作
者
孔
子
を
指
す
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
次
の
例
。

哀
0
3
　
「
五
月
、
辛
卯
、
桓
官
僚
宮
災
(
桓
宮
・
倍
宮
に
災
あ
り
)
」

(
桓
宮
及
億
宮
と
い
う
よ
う
に
)
　
「
及
」
　
と
い
え
ば
、
祖
に
尊
卑
が
有
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
(
「
及
」
を
い
わ
な
い
の
は
)
　
我
か
ら
す
れ
ば
(
祖
の

尊
卑
は
)
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
(
言
及
、
則
祖
有
尊
卑
。
由
我
言
之
則
一
也
)

隠
0
1
　
「
九
月
、
及
宋
人
盟
干
宿
　
(
采
人
に
及
び
、
宿
に
盟
ふ
)
」

「
及
」
ん
だ
者
は
誰
か
。
朴
(
す
な
わ
ち
魯
)
の
卑
者
で
あ
る
。
「
宋
人
」

と
は
、
外
の
卑
者
で
あ
る
。
卑
者
の
盟
に
は
日
を
い
わ
な
い
。
「
宿
」
と

は
邑
の
名
で
あ
る
。
(
及
者
何
、
内
卑
者
也
。
采
人
、
外
卑
者
也
。
卑
者
之
盟
不

日
。
宿
、
邑
名
也
)
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こ
の
例
の
場
合
、
「
我
」
　
は
　
「
祖
」
　
に
対
す
る
語
で
あ
る
か
ら
、
子
孫
の
意

味
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
孔
子
の
先
祖
は
宋
人
だ
と
い
う
伝
承
も
有
る
か
ら
、

こ
の
　
「
我
」
　
が
孔
子
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。

こ
の
よ
う
に
、
『
公
羊
伝
』
に
お
い
て
は
魯
国
を
指
す
こ
と
で
一
貫
し
て
い

た
「
我
」
の
用
法
が
、
『
穀
梁
伝
』
で
も
、
そ
の
よ
う
な
用
例
は
多
い
も
の
の
、

ま
た
そ
れ
以
外
の
用
法
も
あ
っ
て
、
事
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

あ
る
い
は
　
「
内
の
為
に
読
む
」
　
こ
と
が
有
る
。

桓
1
7
　
「
夏
、
五
月
、
丙
午
、
及
賓
師
戦
干
郎
(
斉
師
と
郎
に
戦
ふ
)
」

内
に
対
し
て
は
「
敗
」
　
れ
た
こ
と
を
詰
む
か
ら
、
差
障
り
の
な
い
表
現

(
つ
ま
り
「
戦
う
」
)
　
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
　
(
戦
っ
た
)
　
人
を
い
わ

な
い
の
は
、
吾
が
国
が
敗
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
「
及
ん
だ
」
者
を

い
わ
な
い
の
は
、
内
の
為
に
詰
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
(
内
誌
敗
、
奉
其
可
道

者
也
。
不
言
其
人
、
以
吾
敗
也
。
不
言
及
之
者
、
島
内
誅
也
)

さ
ら
に
魯
の
た
め
の
特
別
な
表
現
「
内
辞
」
　
の
例
も
有
る
。
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桓
1
0
　
「
秋
、
公
命
衛
侯
干
挑
丘
弗
過
(
公
衛
侯
に
桃
丘
に
会
す
。
遇
は
ず
)
」

「
弗
退
(
遇
は
ず
)
」
と
は
、
お
互
い
に
気
が
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
「
弗
」
　
と
は
内
辞
で
あ
る
。
(
弗
遇
者
、
志
不
相
得
也
。
弗
、
内

辞
也
)

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
例
は
『
公
羊
伝
』
と
全
く
同
じ
用
法
だ
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
『
穀
梁
伝
』
の
用
法
は
こ
れ
だ
け
に
止
ど
ま
ら
な
い
。
魯
の
た
め
に

掛
酌
し
た
表
現
「
内
辞
」
も
有
る
が
、
魯
の
悪
事
を
も
見
逃
さ
な
い
と
主
張
す

る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

桓
0
2
　
「
三
月
、
公
舎
賓
侯
陳
侯
鄭
伯
干
稜
、
以
成
宋
乱
(
公
、
斉
侯
・
陳
侯
・

鄭
伯
に
積
に
会
し
、
以
て
采
の
乱
を
成
ぐ
)
」

「
以
」
と
は
、
内
が
希
望
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
つ
ま
り
)
　
公
が

こ
の
乱
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
あ
る
。
(
実
は
)
　
こ
こ
で

は
す
で
に
事
が
成
就
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
事
が
成
就
し
て

い
な
い
と
い
う
表
現
を
取
っ
て
、
こ
れ
に
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
内
の
悪

事
に
対
し
て
は
、
君
子
は
遺
す
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
以
者
、

内
鳥
志
焉
蘭
。
公
癌
志
平
成
是
乳
也
。
比
成
美
。
取
不
成
苺
之
辞
而
加
之
鳶
。
於

内
之
藩
、
而
君
子
無
遺
焉
爾
)

あ
る
い
は
ま
た
　
「
内
を
悪
む
」
と
い
う
伝
例
も
有
る
。

荘
0
9
　
「
公
及
賓
大
夫
盟
干
皇
(
公
、
斉
の
大
夫
に
及
び
蜜
に
盟
ふ
)
」

「
公
」
は
大
夫
に
「
及
ぶ
」
　
こ
と
は
し
な
い
。
「
大
夫
」
　
に
名
を
い
わ
な

い
の
は
、
(
斉
に
)
　
君
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
盟
は
子
糾
を
納
め

る
た
め
で
あ
る
。
日
付
を
書
か
な
い
の
は
、
こ
の
盟
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
斉
に
君
が
い
な
い
状
況
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
荘
公
の

意
の
ま
ま
に
な
っ
た
は
ず
だ
。
(
し
か
し
)
　
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
状
況

下
に
あ
り
な
が
ら
、
納
め
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
内
　
(
す
な
わ
ち
魯
)
　
を

に
く
ん
だ
の
で
あ
る
　
(
公
不
及
大
夫
。
大
夫
不
名
、
無
君
也
。
盟
、
納
子
糾
也
。

不
日
、
其
盟
漁
也
。
歯
車
無
君
、
制
在
公
夫
。
営
可
納
而
不
納
、
故
惑
内
也
)

以
上
の
よ
う
な
伝
例
は
『
公
羊
伝
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
『
公
羊
伝
』
で
は
終
始
魯
に
対
し
て
特
別
な
表
現
を
用
意
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
『
穀
梁
伝
』
で
は
、
さ
ら
に
「
内
」
が
魯
を
指
し
て
い
な
い
場
合
が

有
る
。隠

0
2
　
「
無
核
帥
師
入
梅
(
無
核
、
師
を
帥
ゐ
て
極
に
入
る
)
」

「
入
」
と
は
、
内
(
つ
ま
り
極
)
が
受
け
い
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
極
」
　
は
国
で
あ
る
。
か
り
に
も
他
国
に
入
ろ
う
と
志
す
と
、
他
国
も
ま

た
こ
ち
ら
に
入
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
(
無
債
に
)
氏
を
称
し
な
い
の

は
、
同
姓
を
滅
ぼ
し
た
か
ら
、
度
し
た
の
で
あ
る
。
(
入
着
、
内
弗
受
也
。

極
、
國
也
。
筍
焉
以
入
人
鳥
志
者
、
人
亦
入
之
臭
。
不
稿
氏
者
、
滅
同
姓
、
旺
也
)

こ
の
伝
文
は
魯
の
無
核
が
軍
隊
を
率
い
て
極
国
に
侵
入
し
た
こ
と
を
、
罪
無

き
国
に
侵
入
し
た
不
当
な
行
為
と
し
て
、
「
内
」
　
(
こ
の
場
合
は
極
の
翌
　
が
受

け
つ
け
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
入
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(
ま
た
納
)
者
、
・
内
弗
受
也
」
　
と
い
う
伝
例
は
十
七
例
ほ
ど
あ
っ
て
、
そ
れ
ら

は
　
「
内
」
が
魯
国
を
意
味
し
て
い
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

ま
た
次
の
よ
う
な
例
も
見
出
せ
る
。

債
0
4
　
「
夏
、
許
男
新
臣
卒
」

諸
侯
が
自
国
で
死
ん
だ
場
合
に
は
、
そ
の
地
を
い
わ
な
い
。
外
国
で
死

ん
だ
場
合
に
は
地
を
い
う
。
こ
こ
で
は
師
(
つ
ま
り
外
国
)
　
で
死
ん
だ
の

に
、
ど
う
し
て
地
を
い
わ
な
い
の
か
。
斉
の
桓
公
の
師
を
内
と
し
た
か
ら

で
あ
る
。
(
諸
侯
死
於
閲
、
不
地
。
死
於
外
、
地
。
死
於
師
、
何
鳥
不
地
。
内
桓

師
也
)

こ
の
伝
文
に
よ
る
と
、
諸
侯
が
外
国
で
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
死
亡
し
た
場

所
を
明
記
す
る
の
が
『
春
秋
』
　
の
書
法
で
あ
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
賓
公
二
十

六
年
　
「
八
月
、
壬
午
、
許
男
害
卒
干
楚
」
　
の
よ
う
に
。
と
こ
ろ
が
こ
の
　
「
許
男

新
臣
」
　
は
斉
桓
公
が
率
い
る
諸
侯
と
と
も
に
陸
の
地
に
駐
留
し
て
い
た
際
、
陣

中
に
没
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
成
公
十
三
年
「
曹
伯
應
卒
干
師
」
　
の
ご
と
く

記
述
さ
れ
る
は
ず
が
、
こ
の
例
で
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ

と
に
づ
い
て
『
穀
梁
伝
』
は
、
斉
桓
公
の
威
徳
が
著
明
で
あ
る
た
め
、
諸
侯
は

そ
れ
に
安
ん
じ
て
お
り
、
た
と
え
陣
中
に
没
し
て
も
、
あ
た
か
も
自
国
内
の
ご

と
く
に
見
な
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
恒
の
師
を
内
に
す
」
　
と
は
、
そ
う
い

う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
「
斉
侯
を
内
に
す
」
　
(
荘
公
三
十
一
年
)
　
と
い

っ
た
例
も
見
出
し
得
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
場
合
の
　
「
内
」
　
に
は
「
内
外
」
　
の
内
の
意
味

を
残
し
っ
つ
も
、
さ
ら
に
　
「
褒
度
」
　
の
　
「
褒
」
　
の
意
味
を
も
持
た
せ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
右
の
伝
文
の
直
後
に
、

債
0
4
　
「
賓
人
執
陳
輯
涛
塗
　
(
斉
人
、
陳
の
轄
涛
塗
を
執
ふ
)
」

「
斉
人
」
　
と
は
、
斉
侯
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
　
「
人
」
　
と
す
る
の
は

な
ぜ
か
。
こ
こ
で
離
れ
て
斉
侯
を
外
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
国
境
を
越
え

て
執
え
た
こ
と
を
不
正
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
(
華
人
者
、
斉
侯
也
。
其
人

之
何
也
。
於
是
咳
然
外
賓
侯
也
。
不
正
其
捻
國
而
執
也
)

と
あ
る
例
の
よ
う
に
、
「
内
」
　
に
対
し
一
転
し
て
　
「
斉
侯
を
外
に
す
る
」
　
と
い

う
こ
の
　
「
外
」
　
の
評
語
が
、
「
褒
妊
」
　
の
　
「
度
」
　
と
ほ
と
ん
ど
同
義
語
に
使
用

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
　
「
魯
を
外
に
す
る
」
と
い
う
表
現
さ
え
有
っ
て
、
こ
れ
は
『
公

羊
伝
』
　
で
は
と
う
て
い
有
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

哀
0
7
　
「
秋
、
公
伐
部
、
八
月
、
己
酉
、
入
部
、
以
部
子
益
爽
　
(
公
、
細
を
伐

つ
。
部
に
入
り
、
都
子
益
を
以
て
来
た
る
)
」

「
以
」
　
と
は
、
以
て
し
て
は
な
ら
ぬ
場
合
に
い
う
。
「
益
」
　
に
名
を
い
う

の
は
、
に
く
ん
で
で
あ
る
。
『
春
秋
』
に
は
天
下
に
臨
む
場
合
の
表
現
が

あ
り
、
一
国
に
臨
む
場
合
の
表
現
が
あ
り
、
一
家
に
臨
む
場
合
の
表
現
が

有
る
。
こ
こ
に
「
来
」
と
い
う
の
は
、
魯
を
外
に
す
る
表
現
で
あ
る
。
(
以

者
、
不
以
者
也
。
益
之
名
、
慈
也
。
春
秋
有
臨
天
下
之
言
焉
。
有
臨
一
國
之
言
蔦
。

有
臨
一
家
之
言
鳶
。
其
言
来
者
、
有
外
魯
之
辞
也
焉
)
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以
上
、
『
公
羊
伝
』
で
は
　
「
内
」
　
が
魯
を
指
す
こ
と
で
一
貫
し
て
い
た
よ
う



東洋古典學研究　第6集1998

に
、
『
穀
梁
伝
』
に
お
い
て
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
用
法
を
多
数
見
出
し
得
る
。

し
か
し
そ
れ
は
魯
の
年
次
暦
を
基
と
す
る
『
春
秋
』
経
文
の
記
述
法
に
そ
の
ま

ま
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
穀
梁
伝
』
に
は
そ
れ
以
外
の
用
法
も
あ

っ
て
、
『
公
羊
伝
』
よ
り
も
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
結
論
的
に
い
う
な

ら
、
『
穀
梁
伝
』
　
で
は
、
『
公
羊
伝
』
に
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
　
「
内
魯

説
」
の
主
張
に
緩
み
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
『
公
羊
伝
』
の
「
内

魯
説
」
　
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

王
室
尊
崇
の
念
に
つ
い
て
　
　
『
春
秋
』
第
二
の
特
色
「
王
室
尊
崇
の
念
」

に
つ
い
て
は
、
『
穀
梁
伝
』
の
主
張
は
お
お

む
ね
『
公
羊
伝
』
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
た
と
え
ば
、

債
0
8
　
「
春
、
王
正
月
、
公
舎
王
入
寮
侯
宋
公
衛
侯
許
男
曹
伯
陳
世
子
款
盟
干

挑
」

「
王
人
」
が
諸
侯
に
先
ん
じ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
王
命
を
負
ぶ
か
ら
で

あ
る
。
朝
服
は
た
と
え
鵬
れ
て
い
て
も
、
必
ず
上
に
着
け
る
。
弁
見
〔
か

ん
む
り
〕
は
た
と
え
古
く
な
っ
て
も
、
必
ず
頭
に
つ
け
る
。
周
室
は
た
と

え
衰
え
て
は
い
て
も
、
必
ず
諸
侯
に
先
ん
ず
る
も
の
な
の
だ
。
(
こ
れ
は
)

兵
事
の
会
で
あ
る
。
(
王
人
之
先
諸
侯
何
也
。
貴
王
命
也
。
朝
服
雌
傲
必
加
於
上
。

弁
晃
錐
蕃
必
加
於
首
。
周
重
雄
衰
必
先
諸
侯
。
兵
車
之
含
也
)

倍
0
5
　
「
公
及
沓
侯
宋
公
陳
侯
衛
侯
鄭
伯
許
男
曹
伯
合
王
世
子
千
首
戴
」

「
及
」
ん
で
　
「
会
」
.
し
た
の
は
、
王
の
世
子
を
尊
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
尊
ぶ
の
か
。
「
王
世
子
」
　
と
い
う
の
は
、
王
の
式
(
副
)
　
で
あ
る
。

こ
れ
を
重
ん
じ
て
存
す
べ
L
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
尊
ぶ
の
で
あ
る
。

な
ぜ
重
ん
じ
る
の
か
。
天
子
の
世
子
は
天
下
を
世
世
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(
及
以
含
、
尊
之
也
。
何
尊
鳶
。
王
世
子
云
者
、
唯
王
之
式
也
。
云
可
以
重
之
存

焉
、
.
尊
之
也
。
何
重
蔦
。
天
子
世
子
世
天
下
也
)

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
周
室
は
た
と
え
衰
微
し
た
と
は
い
え
、

必
ず
諸
侯
に
先
ん
ず
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
後
者
で
は
、
天
下
を
世
世
に
す
る
天

子
の
世
子
は
、
諸
侯
と
は
別
格
扱
い
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
周
に
つ
い
て
は
、
必
ず
「
衆
」
と
か
　
「
大
」
と
か
い
っ
た
表
現
を
用

い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
『
公
羊
伝
』
桓
公
九
年
の
条
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

文
0
9
　
「
二
月
、
叔
孫
得
臣
如
京
師
1
　
辛
丑
、
葬
蛮
王
　
(
叔
孫
得
臣
、
京
師
に
如

き
、
褒
王
を
葬
る
)
」

「
京
」
と
は
大
の
意
味
で
あ
り
、
「
師
」
.
と
は
衆
の
意
味
で
あ
る
。
周
の

こ
と
を
い
う
に
は
必
ず
衆
と
大
と
を
も
っ
て
い
う
。
…
…
(
京
、
大
也
。

師
、
衆
也
。
青
周
必
以
衆
輿
大
言
之
也
。
)
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ま
た
『
公
羊
伝
』
　
で
は
　
「
王
者
無
外
」
、
「
王
者
無
敵
」
、
「
王
者
無
求
」
　
と

さ
れ
た
が
、
『
穀
梁
伝
』
に
お
い
て
も
や
は
り
「
天
子
無
外
」
、
「
天
子
無
出
」

と
さ
れ
、
l
ま
た
王
師
に
匹
敵
す
る
も
の
は
な
く
、
さ
ら
に
天
子
は
辞
譲
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
徴
求
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
さ
れ
た
【
①
)
。

そ
し
て
天
子
の
行
為
は
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
も
、

『
公
羊
伝
』
と
同
じ
で
あ
る
。
天
王
に
埋
葬
の
記
事
が
無
い
理
由
を
、
『
穀
染

伝
』
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
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荘
0
3
　
「
五
月
、
葬
桓
王
」

…
…
天
子
に
は
「
崩
」
を
記
録
し
、
「
葬
」
は
記
録
し
な
い
。
必
ず
(
七

箇
月
と
い
う
)
定
ま
っ
た
時
期
に
葬
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
定
ま
っ
て
い

る
の
か
。
天
下
を
挙
げ
て
一
人
を
葬
る
た
め
、
そ
の
道
義
に
疑
い
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。
「
葬
」
を
記
録
す
る
の
は
、
な
に
か
事
故
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
葬
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
ん
だ
の
で
あ
る
。

(
魯
は
周
に
)
近
い
の
だ
か
ら
、
(
天
子
の
)
　
「
崩
」
を
聞
き
の
が
す
は
ず

は
な
い
。
「
崩
」
　
を
記
録
し
な
い
の
は
、
天
下
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

(
万
物
は
)
　
陰
だ
け
で
は
生
ぜ
ず
、
陽
だ
け
で
は
生
ぜ
ず
、
天
だ
け
で

は
生
じ
な
い
。
三
者
が
合
し
て
は
じ
め
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

母
の
子
で
も
よ
く
、
天
の
子
で
も
よ
い
。
尊
者
は
尊
称
を
取
り
、
卑
者
は

卑
称
を
と
る
の
で
あ
る
。
「
王
」
と
い
う
の
は
、
民
が
帰
往
す
る
と
こ
ろ

だ
か
ら
で
あ
る
。
(
天
子
志
崩
不
志
葬
、
必
共
時
也
。
何
必
駕
。
奉
天
下
而
葬
一

人
、
其
義
不
疑
也
。
▼
志
葬
、
故
也
。
危
不
得
葬
也
。
日
、
近
不
失
崩
。
不
志
崩
、

失
天
下
也
。
頚
陰
不
生
、
狽
陽
不
生
。
濁
天
不
生
。
三
合
然
後
生
。
故
日
、
母
之

子
也
可
。
天
之
子
也
可
。
尊
者
取
尊
構
鳶
。
卑
看
取
卑
稀
鳶
。
其
日
王
者
、
民
之

所
締
往
也
)

「
崩
」
　
を
い
う
の
は
な
ぜ
か
。
(
天
子
が
)
　
民
の
上
に
い
る
か
ら
、
「
崩
」

を
い
う
の
で
あ
る
。
名
を
い
わ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
(
天
子
は
)
　
最
上
で

あ
る
か
ら
名
を
い
わ
な
い
の
で
あ
る
。
(
高
札
崩
、
厚
日
崩
、
尊
日
崩
。
天
子

之
崩
、
以
尊
也
。
其
崩
之
何
也
、
以
其
在
民
上
、
故
崩
之
。
其
不
名
何
也
、
大
上
、

故
不
名
也
)
′

ま
た
諸
侯
の
卒
が
実
名
で
記
録
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
天
王
は
大
上
・
至
尊

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
崩
御
の
記
事
に
は
名
前
を
い
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
　
「
天
子
の
事
は
四
海
に
通
じ
」
　
(
倍
公
九
年
二
二
十
年
)
　
て
お
り
、
そ

の
天
子
の
使
者
を
伐
っ
た
無
礼
な
衛
は
、
中
国
の
諸
侯
で
あ
り
な
が
ら
『
春
秋
』

で
は
度
せ
ら
れ
て
　
「
戎
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

隠
0
7
　
「
冬
、
天
王
使
凡
伯
東
碑
。
戎
伐
凡
伯
干
楚
丘
以
掃
　
(
天
王
、
凡
伯
を

し
て
来
璃
せ
し
む
。
戒
、
凡
伯
を
楚
丘
に
伐
ち
、
以
て
帰
る
)
」

「
凡
伯
」
　
と
は
い
か
な
る
人
物
か
。
天
子
の
大
夫
で
あ
る
。
国
の
場
合
に

「
伐
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
一
人
な
の
に
　
「
伐
」
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。

天
子
の
命
を
重
大
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
「
戎
」
　
と
は
　
(
実
は
)
　
衛
で
あ

る
。
衛
を
「
戎
」
　
と
し
た
の
は
、
天
子
の
使
者
を
伐
っ
た
が
た
め
に
、
こ

れ
を
度
し
て
　
「
戎
」
　
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
…
…
(
凡
伯
者
何
也
。
天

子
之
大
夫
也
。
国
許
日
伐
。
比
一
人
而
日
伐
何
也
。
大
天
子
之
命
也
。
戎
者
衛
也
。

戎
衛
者
、
鳥
其
伐
天
子
之
使
、
旺
而
戎
之
也
。
)
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隠
0
3
　
「
三
月
、
庚
戊
、
天
王
崩
」

高
い
も
の
に
　
「
崩
」
　
と
い
い
、
厚
い
も
の
に
　
「
崩
」
　
と
い
い
、
尊
い
も

の
に
「
崩
し
と
い
う
。
天
子
に
「
崩
」
と
い
う
の
は
尊
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
天
王
の
権
威
.
・
体
面
は
『
春
秋
』
　
の
上
で
は
保
た
れ
る
.
へ
く
記
述

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
、
『
公
羊
伝
』
と
同
じ
主
張
で
あ
る
。

債
2
8
　
「
天
王
守
干
河
陽
(
天
王
、
河
陽
に
守
す
)
」
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「
天
王
」
　
の
行
動
を
完
全
に
し
た
の
で
あ
る
。
(
天
王
が
)
　
巡
守
し
よ
う

と
し
て
、
諸
侯
が
朝
貢
す
る
の
に
出
遭
っ
た
か
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
の

で
あ
る
。
天
王
の
為
に
謹
ん
だ
の
で
あ
る
。
川
の
北
岸
を
陽
と
い
い
、
山

の
南
面
を
陽
と
い
う
。
「
温
」
　
は
　
「
河
陽
」
　
(
つ
ま
り
黄
河
の
北
岸
)
　
で
あ

る
。
(
全
天
王
之
行
也
。
鳥
若
終
守
而
遇
諸
侯
之
朝
也
。
烏
天
王
之
誌
也
。
水
北
烏

陽
、
山
南
鳥
陽
。
温
、
河
陽
也
)

こ
の
経
文
は
、
春
秋
第
二
の
覇
者
で
あ
る
晋
の
文
公
が
、
周
の
妾
王
を
温
の

地
に
招
い
て
そ
の
覇
業
を
完
成
さ
せ
た
記
事
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
『
春
秋
』
で

は
天
王
が
臣
下
で
あ
る
諸
侯
に
招
か
れ
た
と
い
う
事
実
を
謹
ん
で
、
右
の
よ
う

な
「
天
王
の
巡
守
」
　
の
表
現
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

周
王
尊
崇
に
つ
い
て
　
以
上
に
述
べ
た
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
『
穀
梁
伝
』
の

「
王
室
尊
崇
」
　
の
念
の
表
明
は
、
ほ
と
ん
ど
『
公
羊

伝
』
の
そ
れ
と
変
わ
り
が
無
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
仔
細
に
検
討

し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
微
妙
で
、
し
か
も
重
要
な
点
に
お
い
て
相
違
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

既
述
の
よ
う
に
『
公
羊
伝
』
の
　
「
尊
王
」
　
の
心
情
は
、
現
実
の
周
王
室
に
対

す
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
あ
る
べ
き
理
想
の
王
者
へ
の
尊
崇
の
念
の

表
明
と
い
う
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
後
聖
」
を
期
待
し
た
伝

文
で
『
公
羊
伝
』
は
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
穀
梁
伝
』
で
は
、
現
実
の
周
王
へ
の
尊
崇
の
念
の
方
に
重

き
が
置
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
先
に
引
用
し
た
債
公
八
年
の
、
「
周
室
は
衰
へ

た
り
と
は
錐
ど
も
、
必
ず
諸
侯
に
先
ん
ず
」
　
と
か
、
文
公
九
年
の
、
「
周
を
言

ふ
に
は
必
ず
衆
と
大
と
を
以
て
之
れ
を
言
ふ
」
　
と
い
っ
た
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

『
公
羊
伝
』
が
、
債
公
八
年
で
「
王
命
を
先
に
す
」
と
い
い
、
文
公
九
年
で
「
天

子
の
居
は
、
必
ず
衆
大
の
辞
を
以
て
之
れ
を
言
ふ
」
と
述
べ
る
の
と
比
較
す
れ

ば
、
『
穀
梁
伝
』
が
特
に
　
「
周
」
　
の
語
を
用
い
て
　
「
尊
周
」
　
の
念
を
表
明
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
『
穀
染
伝
』
に
は
「
尊
周
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
二
例
(
荘

公
十
六
年
二
一
十
七
年
)
　
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
紹
介
し
よ
う
。

荘
2
7
　
「
夏
、
六
月
、
公
命
賓
侯
宋
公
陳
侯
鄭
伯
同
盟
干
幽
　
(
公
、
奔
侯
・
宋
公

・
陳
侯
・
鄭
伯
に
会
し
幽
に
同
盟
す
)
」

「
同
」
　
と
は
行
動
を
同
じ
く
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
こ
こ
の
場
合
は

諸
侯
が
)
　
同
じ
く
周
を
尊
ん
だ
の
で
あ
る
。
…
…
(
同
者
、
有
同
也
。
同
尊

周
也
)

こ
の
よ
う
な
「
尊
周
」
と
い
う
表
現
は
『
公
羊
伝
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
次
の
よ
う
な
例
が
有
る
。
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隠
0
1
　
「
三
月
、
公
及
部
儀
父
盟
干
昧
(
公
、
知
儀
父
に
及
び
味
に
盟
ふ
)
」

「
及
ぶ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
内
(
す
な
わ
ち
魯
)
が
希
望
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
儀
」
　
は
字
で
あ
る
。
「
父
」
　
と
は
博
と
同
じ
で
、

男
子
の
美
称
で
あ
る
。
「
都
子
」
と
(
爵
位
で
)
　
い
わ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

部
は
上
古
で
は
微
国
で
、
ま
だ
周
か
ら
爵
命
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
・
…
‥
(
及
者
何
、
内
患
志
焉
爾
。
儀
、
字
也
。
父
猶
伸
也
。
男
子
之
美
稀

也
。
其
不
言
都
子
何
也
。
和
之
上
古
微
。
未
爵
命
於
周
也
。
)
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こ
の
伝
文
は
諸
侯
が
周
王
に
よ
っ
て
爵
命
さ
れ
て
は
じ
め
て
諸
侯
た
り
得
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
発
言
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
次
の
例
も
ま
た
、
「
周
」
と

い
う
語
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
周
王
に
よ
る
爵
位
の
授
受
を
前
提
と
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

荘
0
5
「
秋
、
郎
黎
来
来
朝
」
　
郷
、
國
也
。
黎
衆
、
微
國
之
君
未
爵
命
者
也
。

荘
2
3
　
「
斎
叔
朝
公
」
　
　
　
　
微
國
之
君
未
爵
命
者
。

債
2
9
　
「
春
、
介
葛
慮
来
」
　
　
介
、
國
也
。
葛
慮
、
微
國
之
君
未
爵
者
也
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
公
・
穀
二
伝
の
違
い
を
区
別
す
る
と
す
れ
ば
、
『
公

羊
伝
』
が
　
「
尊
王
」
　
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
穀
梁
伝
』
は
　
「
尊
周
」
　
で
あ
る

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
公
羊
伝
』
が
未
来
を
志
向
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

『
穀
梁
伝
』
は
現
状
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

周
封
建
制
度
の
維
持
　
　
『
春
秋
』
の
特
色
の
第
三
点
、
周
の
封
建
制
度
下

の
秩
序
を
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
穀

梁
伝
』
も
当
然
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
特
に
『
穀
梁
伝
』
　
で
は
、
天
子
・
諸

侯
・
大
夫
・
士
を
そ
れ
ぞ
れ
礼
数
制
度
の
上
で
差
等
づ
け
る
発
言
が
多
く
見
ら
れ

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
今
こ
れ
ら
を
図
表
化
し
て
み
た
。

こ
の
図
表
の
上
段
の
言
葉
を
説
明
し
よ
う
。
先
ず
　
「
舞
夏
」
　
と
は
宗
廟
の
前

で
行
う
「
夏
」
と
い
う
舞
い
の
舞
人
の
数
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
穀
梁
伝
』
中
、

こ
の
伝
文
だ
け
が
、
諸
侯
を
「
諸
公
」
と
　
「
諸
侯
」
と
に
分
け
て
い
る
。
ま
た

軍　　　　　　 宮　宮　 廟　　　　 日　　 舞
数　　　　　 柄　砲　 数　　　　 食　　 夏

六　 み　砥　み　 け　黒　 七　五　 五　五　　 八
天軍　 が　石　が　 ず 色 廟　鼓　 兵 磨　　 列

く　で　 き　 り 子

み　 け　黒　 五　三　 三　三　 四　 六 諸
軍　　　　 が　 ず　色　廟　 鼓　 兵　磨　 列　列 侯

く　 り

け　育　 三　　　　 撃 大
ず　 色　廟　　　　 門 夫
る

け　本　 黄　一　　　　 撃 士
ず　 の　色　廟　　　　 析
る　み

成　　　　　　 荘　 荘　債　　　　 荘　　 隠
11　　　　　　　 24　23 15　　　　　 25　　　 05
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「
日
食
」
と
は
日
食
の
際
の
儀
式
に
用
い
る
道
具
の
数
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に

「
宮
砲
」
・
「
宮
柄
」
と
は
、
宮
廟
の
柱
の
色
と
　
「
た
る
き
」
　
の
仕
上
げ
方
を

い
う
。
な
お
『
穀
梁
伝
』
で
は
「
卿
」
　
と
い
う
表
現
は
説
話
文
中
に
一
見
す
る

だ
け
で
あ
る
。

天
子
と
諸
侯
　
　
さ
て
右
の
図
表
を
見
る
と
、
天
子
よ
り
以
下
が
礼
数
制
度

の
上
で
整
然
と
差
等
階
級
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
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か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
天
子
と
諸
侯
以
下
の
関
係
が
相
対
的

で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
る
恐
れ
が
有
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、

前
節
「
王
室
尊
崇
の
念
」
　
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
子
の
地
位
は
絶
対
的
で

あ
っ
た
。
『
穀
梁
伝
』
に
お
い
て
も
、
天
子
以
外
に
は
諸
侯
を
封
建
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を
述
べ
る
の
が
次
の
例
文
で
あ
る
。

倍
0
2
　
「
春
、
王
正
月
、
城
楚
丘
　
(
楚
丘
に
城
く
)
」

き
づ

「
楚
丘
」
　
と
は
な
に
か
。
衛
の
邑
で
あ
る
。
国
の
場
合
に
　
「
城
く
」
　
と
い

う
。
こ
れ
は
邑
で
あ
る
の
に
、
「
城
く
」
　
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。
衛
を
こ

こ
に
封
建
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
　
「
衛
に
城
く
」
と
い
わ
な
い
の

は
な
ぜ
か
。
衛
が
未
だ
こ
こ
に
透
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
(
後

の
記
事
で
)
　
衛
が
違
っ
た
こ
と
を
い
わ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
斉
侯
の
専
封

ゆ
る

を
与
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
城
く
」
　
と
い
う
の
は
、
専
ら
に
し
た
表
現

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
天
子
で
な
け
れ
ば
諸
侯
を
専
封
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
諸
侯
は
諸
侯
を
専
封
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
行
為
が
仁
に
通

じ
た
と
し
て
も
、
義
に
よ
っ
て
与
さ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
　
「
仁
は
道

ま
さ

義
に
勝
ら
ず
」
　
と
い
う
の
で
あ
る
。
(
楚
丘
者
何
、
衛
邑
也
。
國
両
日
城
。
比

邑
也
。
其
日
城
何
也
。
封
衛
也
。
則
其
不
言
城
衛
何
也
。
衛
未
遷
也
。
其
不
言
衛

之
遷
焉
何
也
。
不
興
奔
侠
専
封
也
。
其
言
城
之
者
、
専
薛
也
。
故
非
天
子
不
得
専

封
諸
侯
。
諸
侯
不
得
専
封
諸
侯
。
錐
通
其
仁
、
以
義
而
不
興
也
。
故
日
、
仁
不
勝
遺
)

こ
の
伝
文
は
、
一
度
は
滅
ぼ
さ
れ
漉
薗
国
を
斉
の
桓
公
が
存
続
さ
せ
た
こ
と

を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
斉
の
桓
公
の
「
存
亡
継
絶
」
の
功
績
と
し
て
、
『
公

羊
伝
』
で
「
文
実
の
論
」
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
『
穀

梁
伝
』
で
は
右
の
よ
う
に
、
「
其
の
仁
に
通
ず
と
錐
ど
も
、
義
を
以
て
与
さ
ざ

る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
　
「
天
子
、
上
に
在
れ
ば
、
諸
侯
は
地
を
以
て

相
与
ふ
る
を
得
ず
」
　
(
桓
公
元
年
)
　
と
い
う
表
現
も
有
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
天

子
は
毎
月
に
　
「
朔
政
」
、
す
な
わ
ち
周
暦
と
政
令
を
諸
侯
に
頒
布
し
、
諸
侯
は

で
い
ぴ
ょ
う

こ
れ
を
受
け
て
禰
廟
に
納
め
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
　
(
文
公
十
六
年
)
。
こ
れ

ら
の
主
張
は
い
ず
れ
も
『
穀
梁
伝
』
が
、
天
子
を
項
点
と
す
る
封
建
制
度
を
堅

持
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

諸
侯
は
正
に
与
ふ
　
　
次
に
諸
侯
の
地
位
に
関
し
て
、
『
穀
梁
伝
』
は
注
目

す
べ
き
発
言
を
し
て
い
る
。
先
に
「
問
答
直
叙
混
合

体
」
　
の
例
と
し
て
紹
介
し
た
隠
公
四
年
の
条
が
そ
れ
で
あ
る
。

隠
0
4
　
「
冬
、
十
有
二
月
、
衛
人
立
替
」

「
衛
人
」
　
と
は
、
衆
多
を
意
味
す
る
表
現
で
あ
る
。
「
立
つ
」
　
と
は
、
立

て
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
晋
」
　
と
名
指
し
で
い
う
の

は
、
(
継
嗣
と
し
て
)
正
統
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
衛
人
と
い
う
よ
う
に
)

r
人
」
　
を
称
し
て
彼
を
立
て
た
の
は
な
ぜ
か
。
衆
人
の
支
持
を
得
た
か
ら

で
あ
る
。
衆
人
の
支
持
を
得
た
の
で
あ
れ
ば
、
彼
は
賢
者
で
あ
る
。
賢
者

で
あ
る
の
に
、
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。
『
春
秋
』

の
義
で
は
、
諸
侯
の
継
嗣
は
正
統
で
あ
る
継
嗣
に
与
え
、
賢
者
に
は
与
え

な
い
か
ら
で
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
侯
の
継
嗣
は
、
た
と
え
衆
望
を
得
た
賢
人
と
い
え
ど
も
、

嫡
長
の
正
統
で
あ
る
の
に
及
ば
な
い
と
い
う
の
が
　
「
春
秋
の
義
」
だ
と
『
穀
梁
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伝
』
は
主
張
す
る
。
こ
の
こ
と
は
魯
の
隠
公
の
桓
公
へ
の
譲
位
の
評
価
を
め
ぐ

っ
て
『
公
羊
伝
』
と
対
立
す
る
『
穀
梁
伝
』
の
特
徴
的
な
主
張
で
あ
る
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
伝
文
は

衆
望
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
諸
侯
の
世
襲
的
地
位
を
保
証
す
る
も
の
で
あ

る
。大

夫
は
国
の
体
な
り
　
　
続
い
て
大
夫
に
つ
い
て
。
『
穀
梁
伝
』
で
は
大
夫

は
　
「
国
の
体
」
　
と
さ
れ
　
(
荘
公
二
十
四
年
・
昭
公
十

五
年
)
、
ま
た
諸
侯
が
宗
廟
の
祭
祀
を
行
な
っ
て
い
る
最
中
に
大
夫
の
喪
を
聞

け
ば
、
楽
を
去
っ
て
事
を
終
え
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
　
(
宣
公
八
年
・
昭
公
十
五

年
)
。
こ
の
よ
う
に
礼
制
に
よ
っ
て
、
大
夫
は
諸
侯
の
下
に
一
定
の
独
自
性
が

認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
公
羊
伝
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
『
穀
梁
伝
』
に
お
け
る
大
夫
の

独
自
性
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
公
羊
伝
』
で

は
一
応
　
「
大
夫
は
遂
事
無
し
」
　
を
原
則
と
し
た
が
、
条
件
付
き
で
大
夫
の
専
断

を
認
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
穀
梁
伝
』
で
は
そ
れ
を
認
め
な
い
。

し

が

い

菓
公
十
九
年
、
晋
の
士
旬
が
斉
に
侵
攻
し
よ
う
と
し
て
、
途
中
で
斉
侯
の
死

を
聞
き
、
相
手
の
喪
中
を
伐
つ
こ
と
な
く
引
き
上
げ
た
こ
と
を
、
『
公
羊
伝
』

は
「
大
夫
、
君
命
を
以
て
出
づ
れ
ば
、
進
退
は
大
夫
に
在
り
」
　
と
し
て
、
そ
の

行
為
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
『
穀
梁
伝
』
で
は
次

の
よ
う
に
士
旬
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

命
を
受
け
て
相
手
を
誅
す
る
場
合
、
相
手
の
生
死
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
怒

り
を
加
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
な
い
。
(
だ
か
ら
こ
こ
で
)
喪
を
伐
た
な
か
っ

た
こ
と
を
い
う
の
は
、
士
旬
を
褒
め
て
で
あ
る
。
褒
め
た
の
で
あ
る
な
ら
、

ど
う
し
て
事
が
ま
だ
お
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
表
現
を
と
る
の
か
。
君
は

小
事
を
つ
か
さ
ど
ら
ず
、
臣
は
大
名
を
専
ら
に
し
な
い
。
善
に
は
君
を
称

し
、
過
ち
に
は
己
を
称
す
れ
ば
、
民
は
譲
り
合
う
よ
う
に
な
る
。
士
旬
は

国
外
で
君
命
を
専
ら
に
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
　
(
事
が
ま
だ
お
わ
っ
て
い
な
い
表

現
に
し
て
)
　
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
士
旬
は
ど
う
す
べ

と
ば
り

き
だ
っ
た
の
か
。
地
を
掃
い
清
め
、
そ
こ
に
椎
を
張
り
、
副
使
を
や
っ

て
君
に
伺
い
を
立
て
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
4
　
(
達
者
、
事
未
畢
之
辞
也
。

受
命
而
誅
。
生
死
無
所
加
其
怒
。
不
伐
喪
、
善
之
也
。
善
之
則
何
鳥
未
畢
也
。
君

不
戸
小
事
、
臣
不
専
大
名
。
善
則
稀
君
、
過
則
稀
己
。
則
民
作
譲
兵
。
士
匂
外
専

君
命
、
故
非
之
也
。
然
則
璃
士
匂
者
宜
奈
何
。
宜
埠
椎
而
蹄
命
乎
介
)
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嚢
1
9
　
「
曹
士
匂
帥
師
侵
賓
、
至
穀
、
開
賓
侯
卒
、
乃
還
」

「
還
る
」
　
と
は
、
事
が
ま
だ
お
わ
っ
て
い
な
い
表
現
で
あ
る
。
(
君
の
)

つ
ま
り
士
旬
の
行
為
を
一
応
　
「
善
」
　
と
し
て
一
定
の
評
価
は
下
す
も
の
の
、

そ
の
独
断
専
行
し
た
点
が
『
穀
梁
伝
』
で
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
『
公
羊
伝
』
が
　
「
権
の
容
認
」
　
の
例
と
し
て
挙
げ
た
鄭
の
祭

仲
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
『
穀
梁
伝
』
は
こ
れ
を
認
め
な
い
。

桓
1
1
　
「
突
鰐
干
鄭
(
突
、
鄭
に
帰
る
)
」

い
や

「
突
」
　
と
い
う
の
は
、
彼
を
賎
し
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
帰
る
」
　
と
い
う

の
は
、
容
易
で
あ
っ
た
と
い
う
表
現
(
「
易
辞
」
)
　
で
あ
る
。
祭
仲
が
そ
の

事
を
容
易
に
し
た
の
で
あ
る
。
(
つ
ま
り
君
位
廃
立
の
)
　
権
限
が
祭
仲
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
君
難
に
殉
ず
る
の
が
臣
と
し
て
の
道
で
あ
る
。
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今
こ
こ
で
悪
を
立
て
て
正
を
し
り
ぞ
け
た
。
だ
か
ら
(
「
易
辞
」
を
な
し
て
)

祭
仲
を
に
く
ん
だ
の
で
あ
る
。
(
日
突
、
腹
之
也
。
自
転
、
易
辞
也
。
祭
仲
易

其
事
。
植
在
祭
伸
也
。
死
君
輿
　
臣
道
也
。
今
立
慈
両
難
正
、
悪
祭
伸
也
)

と
こ
ろ
で
『
穀
梁
伝
』
の
こ
の
伝
文
だ
け
か
ら
で
は
、
「
権
」
が
祭
仲
に
あ

っ
た
と
い
う
具
体
的
な
事
情
、
「
君
難
に
殉
ず
る
」
と
は
い
か
な
る
状
況
を
意

味
す
る
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
実
に
『
公
羊
伝
』
所
載
の
説

話
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
穀

梁
伝
』
の
こ
の
条
は
、
『
公
羊
伝
』
を
前
提
と
し
つ
つ
、
『
公
羊
伝
』
に
異
を

申
し
立
て
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
『
公
羊
伝
』
で
用
い
ら
れ
た
　
「
権
」

と
は
、
「
経
に
反
し
て
然
る
後
に
善
有
る
者
」
　
で
あ
っ
た
が
、
『
穀
梁
伝
』
で

は
通
常
の
用
法
で
あ
る
「
実
権
」
　
の
意
味
に
変
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
ひ

と
つ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
『
穀
梁
伝
』
で
は
『
春
秋
』
の
特
色
の
第
三
点

で
あ
る
「
周
の
封
建
制
度
の
維
持
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
『
公
羊
伝
』

よ
り
も
さ
ら
に
厳
格
な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
大
夫

の
独
自
性
が
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
周
の
天

子
を
頂
点
と
す
る
春
秋
時
代
の
現
実
の
封
建
制
度
で
あ
る
。

変
の
正
に
つ
い
て
　
　
も
っ
と
も
『
穀
梁
伝
』
に
お
い
て
も
、
春
秋
時
代
が

周
王
室
の
権
威
衰
退
の
時
代
で
あ
り
、
政
治
の
実
権

が
諸
侯
へ
、
そ
し
て
や
が
て
は
大
夫
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
と
の
認

識
は
有
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
穀
梁
伝
』
は
、
『
公
羊
伝
』
の
よ
う

に
周
王
室
に
代
わ
る
新
王
の
　
「
出
現
」
を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
周
王
の
下
に
お
け
る
封
建
制
度
の
確
立
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
理
想
と
現
実
と
の
間
に
立
っ
て
、
あ
る
程
度
の
現
実
へ
の
妥

協
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
『
穀
梁
伝
』
独
特
の
　
「
変

の
正
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
正
式
な
礼
で
は
な
い
が
、
時
宜
に
か

な
っ
た
も
の
」
　
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
紹
介
し
よ
う
。

倖
0
5
　
「
秋
、
八
月
、
諸
侯
盟
千
首
戴
」

…
…
桓
公
は
諸
侯
で
あ
る
の
に
、
天
子
に
朝
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
不
臣
で
あ
る
。
王
の
世
子
は
子
で
あ
る
の
に
、
塊
然
〔
安
閑
〕
と

し
て
諸
侯
が
自
分
を
尊
ぶ
の
を
受
け
、
そ
の
位
に
立
っ
た
。
こ
れ
は
不
子

で
あ
る
。
桓
公
は
不
臣
、
王
の
世
子
は
不
子
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
善
と

す
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
は
変
の
正
だ
か
ら
で
あ
る
。
天
子
は
微
弱
で
、

諸
侯
は
彗
配
し
な
か
っ
た
。
桓
公
は
大
国
を
抑
え
・
小
国
を
揖
け
、
諸

侯
を
統
べ
た
。
天
子
に
朝
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
(
後
の
晋
の
文

公
の
よ
う
に
)
　
天
王
を
呼
び
寄
せ
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
王
の

世
子
を
首
戴
に
尊
ん
だ
こ
と
は
、
天
王
の
命
を
尊
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
世

子
が
王
命
を
含
ん
で
斉
の
桓
公
に
会
し
た
の
も
、
こ
れ
ま
た
天
王
の
命
を

尊
ぶ
た
め
で
あ
る
。

世
子
が
こ
れ
を
受
け
て
も
よ
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ま
た
変
の
正
で
あ
る
。

天
子
が
微
弱
で
、
諸
侯
が
享
覿
し
な
か
っ
た
場
合
、
世
子
が
諸
侯
の
自
分

を
尊
ぶ
こ
と
を
受
け
れ
ば
、
天
王
が
尊
ば
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
世
子

は
受
け
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
(
桓
、
諸
侯
也
。
不
能
朝
天
子
、
是
不
臣
也
。

王
世
子
、
子
也
。
塊
然
受
諸
侯
之
尊
己
、
而
立
乎
其
位
。
是
不
子
也
。
桓
不
臣
、

王
世
子
不
子
。
則
其
所
善
焉
何
也
。
是
則
婆
之
正
也
。
天
子
微
、
諸
侯
不
享
穀
。
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桓
控
大
國
、
扶
小
国
、
統
諸
侯
。
不
能
以
朝
天
子
、
亦
不
敢
致
天
王
。
尊
王
世
子

千
首
戴
乃
所
以
尊
天
王
之
命
也
。
世
子
含
王
命
合
葬
桓
亦
所
以
尊
天
王
之
命
也
。

世
子
受
之
可
平
。
是
亦
螢
之
正
也
。
天
子
微
、
諸
侯
不
幸
穀
、
世
子
受
諸
侯
之
尊

己
而
天
王
尊
臭
。
世
子
受
之
可
也
)

こ
れ
は
先
に
「
王
室
尊
崇
の
念
」
　
の
節
で
引
用
し
た
「
公
及
賓
侯
・
宋
公
・
陳

侯
・
衛
侯
・
鄭
伯
・
許
男
・
曹
伯
・
含
王
世
子
千
首
戴
」
　
の
直
後
の
経
文
と
そ
れ
に

施
さ
れ
た
伝
文
で
、
斉
の
桓
公
が
諸
侯
を
率
い
て
王
世
子
に
会
し
、
こ
れ
と
盟

っ
た
と
い
う
そ
の
覇
業
の
一
端
を
、
天
子
を
尊
ん
で
封
建
制
度
を
維
持
し
よ
う

と
し
た
点
に
お
い
て
、
『
穀
梁
伝
』
が
変
則
的
に
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
そ
れ
は
桓
公
が
周
室
を
尊
崇
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
大
夫
の
専
横
を
も
　
「
変
の
正
」
と
し
て
容
認
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

正
」
と
し
て
許
容
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
周
王
の
命
に
添
う
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
穀
梁
伝
』
の
い
う
「
変
の
正
」
と
は
、
『
公

羊
伝
』
の
　
「
権
」
な
い
し
「
文
実
の
論
」
に
相
当
す
る
も
の
だ
と
も
言
え
を
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
許
容
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
も
「
尊
周
」
と
い
う
目
的
に

お
い
て
の
み
だ
と
い
う
点
で
、
『
公
羊
伝
』
よ
り
も
厳
し
く
限
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

民
は
君
の
本
な
り
　
　
な
お
『
穀
梁
伝
』
に
は
、
封
建
制
度
の
基
盤
と
で
も

い
う
べ
き
「
民
」
を
重
視
す
る
発
言
が
多
く
見
ら
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
儒
家
の
伝
統
で
あ
り
、
。
す
で
に
『
公
羊
伝
』
に
お
い
て

も
見
出
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
『
穀
梁
伝
』
で
は
特
に
こ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
『
穀
梁
伝
』
に
お
い
て
は
「
民
は
君
の
本
」
と
さ
れ
た
(
桓
公
十

四
年
・
億
公
二
十
六
年
)
。

129

昭
3
2
　
「
冬
、
仲
孫
何
忌
合
曹
韓
不
信
車
高
張
宋
仲
幾
衛
太
叔
申
鄭
國
参
曹
人

苫
人
和
人
薛
人
妃
人
小
知
入
城
成
周
」

天
子
は
微
弱
で
、
諸
侯
は
享
現
せ
ず
、
天
子
に
存
在
す
る
も
の
と
い
え

ば
、
祭
祀
と
王
号
だ
け
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
諸
侯
の
大
夫
が
つ
れ
だ
っ
て

城
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
変
の
正
で
あ
る
。
(
天
子
微
。
諸
侯
不
幸
穀
。

天
子
之
在
者
、
惟
祭
典
競
。
故
諸
侯
之
大
夫
相
帥
以
城
之
。
比
嬰
之
正
也
)

春
秋
時
代
も
末
期
の
こ
の
経
文
は
、
政
治
の
実
権
が
す
で
に
諸
侯
か
ら
大
夫

へ
と
移
っ
て
い
る
当
時
の
実
情
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
『
穀
梁
伝
』
は
、

諸
侯
の
大
夫
が
　
「
成
周
」
　
に
城
を
築
い
た
と
い
う
点
で
、
そ
の
行
為
を
「
変
の

桓
1
4
　
「
宋
人
以
賓
人
衛
入
寮
人
隣
人
伐
鄭
(
宋
人
、
斉
人
・
衛
人
・
察
人
・
陳
人
を

以
て
鄭
を
伐
つ
)
」

「
以
て
」
と
は
以
て
し
て
は
い
け
な
い
場
合
に
い
う
。
民
は
君
の
本
で
あ

る
。
そ
の
民
を
死
地
に
お
い
や
る
の
は
、
正
し
く
な
い
。
(
以
者
不
以
者
也
。

民
者
君
之
本
也
。
使
人
以
其
死
、
非
正
也
)

そ
し
て
人
君
た
る
も
の
は
民
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
で
臨
む
べ
き
も
の
で

あ
る
の
か
、
『
穀
梁
伝
』
は
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

荘
2
9
　
「
春
、
新
延
庖
(
延
鹿
を
新
た
に
す
)
」
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「
延
麿
」
と
は
、
法
麿
〔
う
ま
や
〕
　
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
新
」
と
い
う
か

ふ
る

ら
に
は
、
故
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
故
い
も
の
が
あ
っ
た
の
な
ら
、

ど
う
し
て
書
い
た
の
か
。
往
事
の
人
に
君
た
る
も
の
は
、
必
ず
時
々
に
民

が
憂
え
て
い
る
も
の
を
視
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
民
が
労
働
力
の
不
足
を

憂
え
て
い
れ
ば
土
木
工
事
を
少
な
く
し
、
民
が
財
の
不
足
を
憂
え
て
い
れ

ば
貢
賦
を
少
な
く
し
、
民
が
食
糧
の
不
足
を
憂
え
て
い
れ
ば
百
事
を
廃
止

し
た
。
(
し
か
る
に
荘
公
は
前
年
の
)
　
冬
に
微
に
築
き
、
こ
の
春
に
　
「
延
廟

を
新
た
に
」
　
し
た
。
こ
こ
で
は
荘
公
の
民
力
の
用
い
方
が
甚
だ
ひ
ど
い
も

の
だ
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
(
延
庖
者
、
法
庖
也
。
其
言
新
、
有
故
也
。
有

故
、
則
何
應
書
也
。
古
之
君
人
者
、
必
時
視
民
之
所
動
。
民
勤
於
力
、
則
功
築
牢
。

民
勤
於
財
、
則
貢
賦
少
。
民
勒
於
食
、
則
百
事
腐
臭
。
冬
、
築
微
。
春
、
新
延
磨
。

以
共
用
民
力
鳥
巳
悉
臭
)

い
り
よ
ね

と
こ
ろ
で
荘
公
は
、
こ
の
前
年
に
大
夫
の
戚
孫
辰
を
斉
に
派
遣
し
擢
　
〔
輸

入
穀
物
〕
を
請
わ
せ
て
い
る
。
『
穀
梁
伝
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
三
年
の
畜
え

無
き
を
其
の
国
に
非
ず
」
と
い
い
、
一
年
の
蓄
え
す
ら
な
く
国
民
を
飢
え
さ
せ

た
荘
公
の
失
政
無
策
を
き
び
し
く
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
早
魅
の
災
害
に
対
し
、
雨
が
降
ら
な
い
こ
と
を
憂
え
、
雨
が
降
っ

た
の
を
喜
ん
だ
魯
の
債
公
は
「
民
に
志
有
る
者
」
と
し
て
称
賛
さ
れ
(
倍
公
三

年
)
、
雨
を
憂
え
な
か
っ
た
魯
の
文
公
は
「
民
に
志
無
き
者
」
と
し
て
批
判
さ

れ
た
　
(
文
公
二
年
・
十
年
)
。
し
た
が
っ
て
民
を
得
た
人
君
は
賢
者
で
あ
り
、
民

を
失
っ
た
人
君
は
愚
者
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

賢
君
の
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
荘
公
四
年
の
　
「
紀
侯
」
　
の
場
合
を
紹
介
し
よ

う
。
荘
公
四
年
の
　
「
紀
侯
大
去
其
國
」
と
い
う
経
文
に
対
し
、
『
公
羊
伝
』
が

九
世
の
皆
に
復
し
た
斉
の
袈
公
を
賢
者
と
し
て
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
際
、
『
穀
梁
伝
』
が
『
公
羊
伝
』
と
は
異
な
っ

た
意
義
を
こ
の
経
文
に
見
出
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
お
い
た
。
そ
の
穀
梁

伝
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

荘
0
4
　
「
紀
侯
大
去
其
國
　
(
紀
侯
、
大
い
に
其
の
国
を
去
る
)
」

「
大
い
に
去
る
」
と
は
、
一
人
も
遺
さ
な
い
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
民
で

紀
侯
に
従
う
も
の
が
四
年
で
こ
と
ご
と
く
国
を
出
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
(
こ
の
よ
う
に
)
紀
侯
は
賢
で
あ
る
の
に
斉
侯
が
こ
れ
を
滅
し

て
し
ま
っ
た
。
「
滅
」
と
は
い
わ
な
い
で
　
「
大
い
に
其
の
国
を
去
る
」
　
と

い
う
の
は
、
小
人
(
斉
侯
)
　
に
君
子
(
紀
侯
)
　
を
し
の
が
せ
な
い
た
め
で

あ
る
。
(
大
去
者
、
不
遺
一
人
之
辞
也
。
言
民
之
従
者
四
年
而
後
畢
也
。
紀
侯
賢

而
奔
侯
滅
之
。
不
言
滅
而
日
大
去
其
圃
者
、
不
便
小
人
加
平
君
子
)

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
『
穀
梁
伝
』
が
　
「
大
去
」
を
「
民
の
こ
と
ご
と
く

が
紀
侯
を
慕
っ
て
国
を
出
た
」
　
こ
と
だ
と
解
し
て
、
『
公
羊
伝
』
と
は
異
な
っ

て
紀
侯
を
民
に
慕
わ
れ
た
賢
者
と
見
な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
紀

侯
と
は
逆
に
、
民
を
失
っ
た
晋
の
恵
公
　
(
倍
公
十
五
年
)
、
宋
の
嚢
公
　
(
億
公
二

十
三
年
)
　
は
そ
れ
ぞ
れ
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
穀
梁
伝
』
に
お
い
て
民

の
帰
趨
が
極
め
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
念
の
た
め
に
申
し
添
え
る
な
ら
、
こ
れ
ら
は
今
日
の
民
主
主

義
と
異
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
あ
く
ま
で
も
封
建
制
度
の
基
盤
と
し

て
の
　
「
重
民
」
　
で
あ
る
。
「
民
」
が
　
「
地
」
と
併
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ

の
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
「
其
の
地
を
土
せ
ず
、
其
の
民
を
分
か
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た
ず
」
　
(
倍
公
害
年
)
と
は
、
斉
の
桓
公
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
　
「
正
を
明
ら
か
に
す
る
」
　
も
の
だ
と
評
価
し
、
あ
る
い
は
「
富
者
、
天
子
の

諸
侯
を
封
建
す
る
や
、
其
の
地
は
以
て
其
の
民
を
昏
る
る
に
足
り
、
其
の
民
は

以
て
城
を
満
た
し
て
以
て
自
ら
守
る
に
足
る
」
　
(
譲
公
二
十
九
年
)
も
の
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

な
お
「
民
」
　
へ
の
言
及
に
関
連
し
て
『
穀
梁
伝
』
に
は
、
「
山
林
薮
沢
の
利

は
民
と
共
に
す
」
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
を
管
理
独
占
す
る
こ
と
は
「
正
に
非
ず
」

と
し
て
、
こ
れ
を
非
難
す
る
記
事
が
見
え
る
　
(
荘
公
二
十
八
年
・
三
十
一
年
・
成
公

十
八
年
)
。
こ
れ
は
諸
侯
が
山
林
薮
沢
か
ら
の
収
入
を
占
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
覇
者
・
専
制
君
主
へ
進
む
こ
と
を
『
穀
梁
伝
』
が
批
判
し
て
い
る
も
の
だ
と

い
う
指
摘
が
有
る
〔
②
〕
。

穀
梁
伝
の
春
秋
観
　
　
さ
て
本
草
で
は
こ
こ
ま
で
、
主
と
し
て
『
穀
梁
伝
』

が
『
春
秋
』
の
三
特
色
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
『
穀
梁
伝
』

が
多
く
の
点
で
『
公
羊
伝
』
の
主
張
を
取
り
込
み
つ
つ
も
、
逆
に
『
公
羊
伝
』

に
異
を
唱
え
て
い
る
こ
と
も
了
解
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
前
者
に

重
点
を
お
く
な
ら
、
『
穀
梁
伝
』
は
第
二
の
『
公
羊
伝
』
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
あ
え
て
『
穀
梁
伝
』
が
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由

は
、
当
然
後
者
に
存
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
『
穀

梁
伝
』
は
反
『
公
羊
伝
』
　
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
『
穀
梁
伝
』
作
成
の
意

義
を
ど
こ
に
見
出
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
穀
梁
伝
』

は
『
公
羊
伝
』
の
よ
う
に
は
明
確
に
そ
の
『
春
秋
』
観
を
披
渡
し
て
は
い
な
い
。

既
述
の
通
り
、
『
公
羊
伝
』
に
お
い
て
は
、
隠
公
元
年
に
始
ま
り
哀
公
十
四

年
に
終
わ
る
『
春
秋
』
は
、
そ
れ
自
体
で
完
結
し
た
も
の
で
あ
り
、
尭
舜
以
来

の
王
道
の
下
に
天
下
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
を
後
聖
に
期
待
し
た
　
「
撥
乱
反
正
」

の
書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
穀
梁
伝
』
は
、
『
春
秋
』
　
の
始
終
の
意
義
に
つ
い

て
言
及
し
な
い
。
た
と
え
ば
哀
公
十
四
年
の
　
「
獲
麟
」
　
の
記
事
に
も
さ
ほ
ど
重

要
な
意
味
を
見
出
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

哀
1
4
　
「
春
、
西
狩
獲
麟
」

(
こ
こ
は
魯
の
こ
と
と
し
て
義
を
こ
め
て
)
　
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
「
狩
」

に
は
地
名
を
い
う
。
地
名
を
い
わ
な
い
の
は
、
狩
を
し
た
の
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
狩
で
は
な
い
の
に
　
「
狩
」
　
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
「
麟
を
獲

た
」
こ
と
を
重
大
視
し
た
た
め
、
行
っ
た
と
こ
ろ
も
「
大
」
と
し
(
て
「
西
」

と
言
っ
)
　
た
の
で
あ
る
。
「
来
」
　
と
い
わ
な
い
の
は
、
麟
を
中
国
の
外
の

も
の
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
有
」
　
と
い
わ
な
い
の
は
、
麟
を
中
国
に

常
に
は
い
な
い
も
の
と
し
な
い
　
(
つ
ま
り
常
に
い
る
も
の
と
す
る
)
　
か
ら
で

あ
る
。
(
引
取
之
也
。
狩
地
。
不
地
、
不
狩
也
。
非
狩
両
日
狩
。
大
獲
麟
故
大
共

通
也
。
其
不
言
衆
、
不
外
麟
於
中
國
也
。
其
不
言
有
、
不
便
麟
不
恒
於
中
国
也
)

こ
の
よ
う
に
、
『
公
羊
伝
』
に
お
い
て
は
「
異
を
記
し
た
」
も
の
と
さ
れ
、

「
王
道
の
終
焉
」
を
啓
示
す
る
も
の
と
さ
れ
た
「
獲
麟
」
の
記
事
で
は
あ
る
が
、

『
穀
梁
伝
』
で
は
鱗
を
中
国
常
有
の
も
の
と
見
な
し
、
「
獲
麟
」
　
に
格
別
の
意

義
を
見
出
し
て
は
い
な
い
。

魯
隠
公
論
　
　
そ
れ
で
は
『
穀
梁
伝
』
作
成
の
主
た
る
目
的
は
ど
こ
に
有
る

の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
れ
を
『
穀
梁
伝
』
冒
頭
の
魯
の
隠
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公
に
関
す
る
伝
文
の
中
に
見
出
し
た
い
と
思
う
。

隠
0
1
　
「
元
年
、
春
、
王
正
月
」

(
正
月
に
記
録
す
べ
き
)
事
件
が
な
い
の
に
必
ず
「
正
月
」
を
い
う
の
は
、

(
隠
公
の
即
位
の
)
始
め
を
謹
ん
だ
の
で
あ
る
。
隠
公
に
は
ど
う
し
て
即

位
を
い
わ
な
い
の
か
。
隠
公
の
意
志
を
(
『
春
秋
』
の
記
述
の
上
で
)
成
就

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
点
で
成
就
さ
せ
た
の
か
。
公
と
な
る
つ

も
り
は
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。
公
と
な
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。
将
来
桓
公
に
譲
位
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

桓
公
に
譲
位
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
で
あ
る
の
か
。
正
し
く
な
い
。

『
春
秋
』
は
人
の
美
を
成
就
し
、
人
の
悪
を
成
就
さ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

隠
公
が
正
し
く
な
い
の
に
、
こ
こ
で
そ
の
意
志
を
成
就
さ
せ
る
の
は
な
ぜ

か
。
桓
公
を
悪
と
す
る
た
.
め
で
あ
る
。
桓
公
を
悪
と
す
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。
隠
公
が
譲
ろ
う
と
し
た
の
に
、
桓
公
が
耕
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

桓
公
は
悪
で
あ
る
。
桓
公
が
試
し
て
、
隠
公
が
譲
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
(
相
対
的
に
)
隠
公
は
善
で
あ
る
。
善
で
あ
る
な
ら
、
正
し
く
な
い
と

い
う
の
は
な
ぜ
か
。
『
春
秋
』
は
(
公
)
義
を
貴
ん
で
(
私
)
恵
を
貴
ば

ず
、
(
正
)
道
を
伸
ば
し
て
邪
(
道
)
を
伸
ば
さ
な
い
し
、
孝
子
は
父
の

美
を
揚
げ
、
父
の
悪
を
揚
げ
な
い
も
の
で
あ
る
。
先
君
が
桓
公
に
位
を
与

え
よ
う
と
し
た
の
は
正
し
く
な
い
。
邪
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

邪
心
に
う
ち
勝
っ
て
隠
公
に
位
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
隠
公
が
先
君
の
邪

志
を
察
知
し
て
、
そ
の
ま
ま
桓
公
に
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
は
父
の
悪
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
兄
弟
(
の
順
序
)
は
天
倫
〔
天

の
秩
序
〕
で
あ
る
。
子
た
る
も
の
は
父
に
命
を
受
け
、
諸
侯
た
る
も
の
は

(
先
)
君
に
命
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
隠
公
は
天
倫
を
廃
し
君
父
を
忘

れ
、
小
恵
を
行
っ
た
。
小
道
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
隠
公
の
よ
う
な
も
の

は
千
乗
の
国
を
軽
ん
じ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
(
大
)
道
を
履
行
す
る

と
い
う
点
で
は
未
だ
し
で
あ
る
。
(
雌
無
事
必
奉
正
月
、
琵
始
也
。
公
何
以
不

言
即
位
、
成
公
志
也
。
焉
成
之
、
言
君
之
不
取
鳥
公
也
。
君
之
不
取
慮
公
何
也
。

絡
以
譲
恒
也
。
譲
恒
、
正
平
。
日
、
不
正
。
春
秋
成
人
之
美
、
不
成
人
之
悪
。
隠

不
正
而
成
之
何
也
。
終
以
慈
恒
也
。
其
慈
桓
何
也
。
隠
烙
譲
而
桓
拭
之
、
則
桓
悪

臭
。
桓
拭
而
隠
譲
、
則
隠
善
美
。
善
則
其
不
正
焉
何
也
。
春
秋
★
義
而
不
貴
意
也
。

信
道
而
不
信
邪
。
孝
子
揚
父
之
美
、
不
揚
父
之
惑
。
先
君
之
欲
輿
桓
、
非
正
也
。

邪
也
。
錐
然
、
既
勝
其
邪
心
以
輿
隠
臭
。
巳
探
先
君
之
邪
志
、
而
遂
以
輿
桓
、
則

是
成
父
之
慈
也
。
兄
弟
、
天
倫
也
。
鳥
子
受
之
父
、
鳥
諸
侯
受
之
君
。
巳
麻
天
倫

計
忘
君
父
、
以
行
小
恵
。
日
小
道
也
。
若
隠
者
、
可
謂
怪
千
乗
之
園
、
踏
道
則
未
也
)

こ
の
伝
文
は
隠
公
に
即
位
の
記
事
が
無
い
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
隠
公
は
実
際
に
は
即
位
し
た
の
で
あ
る
が
、
将

来
、
異
母
弟
で
あ
る
桓
公
に
譲
位
し
ょ
う
と
す
る
意
志
が
有
っ
た
た
め
、
そ
の

意
志
を
『
春
秋
』
の
記
述
の
上
で
成
就
さ
せ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
ま

で
の
主
張
は
『
公
羊
伝
』
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
隠
公
の
意
志
を
成
就

さ
せ
た
の
は
、
隠
公
の
譲
位
し
ょ
う
と
し
た
良
き
意
志
を
顕
彰
す
る
た
め
だ
と

『
公
羊
伝
』
は
主
張
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
『
穀
梁
伝
』
は
、
隠
公
の
意
図
は
不
正
な
も
の
で

あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
『
春
秋
』
で
は
不
正
を
成
就
さ
せ
な
い
も
の
だ
が
、
後

に
隠
公
を
耗
す
る
こ
と
に
な
る
桓
公
を
悪
と
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
あ
え
て
隠

公
の
意
志
を
成
就
さ
せ
た
。
つ
ま
り
桓
公
の
悪
事
を
表
す
た
め
の
手
段
と
し
て
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成
就
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
隠
公
の
意
図
の
不
正
で
あ
る
理
由

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
先
君
の
邪
念
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る

か
ら
だ
と
い
う
。

先
君
の
邪
念
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
そ
れ
は
先
君
が
兄
弟
の
天
倫
を
廃
し

よ
う
と
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
兄
で
あ
る
隠
公
を
さ
し
お
い
て
桓
公
に
位
を
継
が

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
に
も
先
君
は
生
前
に
そ
の
非
を
悟
り
、
邪

念
を
克
服
し
て
隠
公
を
後
継
ぎ
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
桓
公
に
譲
位
し
よ
う
と

し
た
隠
公
の
行
為
は
、
父
で
あ
る
先
君
の
悪
事
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
は
天
倫
を
廃
し
、
君
父
を
忘
れ
る
行
為
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

『
穀
梁
伝
』
に
あ
っ
て
も
、
儒
家
が
伝
統
的
に
称
賛
す
る
「
譲
位
」
と
い
う
行

為
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
隠
公
の
意
図
を
　
「
小
恵
」
・
「
小

道
」
　
と
し
て
一
応
認
め
は
す
る
も
の
の
、
こ
れ
を
　
「
大
道
」
・
「
大
義
」
　
か
ら

は
ず
れ
た
行
為
だ
と
見
な
す
わ
け
で
あ
る
。

『
穀
梁
伝
』
冒
頭
の
こ
の
一
条
は
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
穀
梁
伝
』
は
そ
の
冒
頭
で
、
『
公
羊
伝
』
が
高
く
評
価

す
る
隠
公
の
譲
位
の
意
志
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
反
『
公

羊
伝
』
　
の
立
場
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
穀
梁
伝
』
の
主

張
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
反
『
公
羊
伝
』
的
な
側
面
か
ら
捉
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
『
春
秋
』
の
三
特
色
に
対
す
る
『
穀

梁
伝
』
の
態
度
を
検
討
し
た
際
に
も
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
以
下
、

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
『
穀
梁
伝
』
の
主
張
を
検
討
し
よ
う
。

譲
位
の
否
認
　
　
さ
て
隠
公
の
譲
位
を
　
「
私
恵
」
　
と
し
て
退
け
、
『
春
秋
』

は
　
「
公
義
」
　
を
貴
ぶ
も
の
だ
と
主
張
す
る
『
穀
梁
伝
』
か

ら
、
我
々
は
こ
こ
に
秩
序
維
持
へ
の
強
い
志
向
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
こ
と
は
『
公
羊
伝
』
が
譲
国
の
賢
者
と
し
て
長
文
の
説
話
を
引
い
て
称
賛

す
る
衛
の
叔
武
　
(
偉
公
二
十
八
年
)
・
呉
の
季
札
　
(
喪
公
二
十
七
年
)
・
轡
の
公
子

喜
時
　
(
昭
公
二
十
年
)
・
細
婁
の
叔
術
　
(
昭
公
三
十
一
年
)
　
と
い
っ
た
人
物
に
つ

い
て
、
『
穀
梁
伝
』
が
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
る
で
あ

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
『
穀
梁
伝
』
に
あ
っ
て
は
諸
侯
の
継
嗣
の
法
は
、
す
で
に
「
兄

弟
は
天
倫
な
り
」
と
し
て
長
幼
の
序
に
よ
っ
て
明
確
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
譲

位
は
そ
の
秩
序
を
乱
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
私
的
な
　
「
仁
愛
」
　
は
公
的
な
　
「
道
義
」
　
に
は
勝
た
な
い
、
と
は
『
穀
梁

伝
』
債
公
二
年
の
条
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
『
穀
梁
伝
』
は
公
的
秩

序
優
先
の
思
想
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
穀
梁
伝
』
の

理
想
と
す
る
封
建
制
度
は
、
『
公
羊
伝
』
の
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
厳
格
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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親
親
を
以
て
尊
尊
を
害
は
ず
　
　
こ
の
こ
と
は
ま
た
　
「
親
親
を
以
て
尊
尊
を

そ
こ
な
事
は
ず
」
　
と
い
う
言
葉
か
ら
も
伺
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
私
的
親
愛
の
情
に
よ
っ
て
公
的
秩
序
が
乱
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
文
公
二
年
に
見
え
る
の
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

文
0
2
　
「
八
月
、
丁
卯
、
大
事
干
大
廟
、
臍
債
公
　
(
大
廟
に
大
事
あ
り
て
、
億
公

の
ぽ

を
辟
す
)
」

「
大
い
に
事
あ
り
」
と
は
な
に
か
。
こ
の
事
態
を
重
大
祝
し
た
の
で
あ
る
。

こ

'

さ

い

　

　

　

し

ょ

h

ノ

さ

い

給
祭
L
か
つ
嘗
祭
し
た
こ
と
を
著
わ
し
た
の
で
あ
る
。
給
祭
に
は
、
毀

廟
の
主
を
大
祖
の
前
に
陳
列
し
、
未
毀
廟
の
主
を
す
べ
て
升
せ
て
大
祖
に
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せ
い

合
祭
す
る
。
「
臍
」
　
と
は
升
す
こ
と
で
あ
る
。
(
と
こ
ろ
が
こ
の
場
合
、
陳
列

す
る
際
に
)
　
親
で
あ
る
倍
公
を
先
に
し
、
祖
と
す
べ
き
関
公
を
後
に
し
た

の
で
あ
る
。
逆
祀
し
た
の
で
あ
る
。
逆
祀
す
れ
ば
昭
穆
が
無
い
こ
と
に
な

る
。
昭
穆
が
無
け
れ
ば
大
祖
が
無
い
こ
と
に
な
る
。
大
祖
が
無
け
れ
ば
天

が
無
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
文
公
に
は
天
が
無
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

天
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、
天
を
無
視
し
て
行
動
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
君
子
は
親
親
を
以
て
尊
尊
を
害
う
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
が
『
春
秋
』

の
義
で
あ
る
か
ら
だ
。
(
大
事
者
何
、
大
是
事
也
。
著
給
督
。
給
祭
者
、
毀
廟
之

主
陳
干
大
祖
。
未
毀
廟
之
主
皆
升
合
食
干
大
祖
。
臍
、
升
也
。
先
親
而
後
祖
也
。

逆
祀
也
。
逆
祀
則
是
無
昭
穆
也
。
無
昭
穆
則
是
無
祖
也
。
無
視
則
無
天
也
。
故
日
、

文
無
天
。
無
天
者
、
是
無
天
而
行
也
。
君
子
不
以
親
親
書
尊
尊
。
比
春
秋
之
義
也
)

こ
の
伝
文
に
い
う
「
昭
穆
」
と
は
、
宗
廟
に
お
い
て
、
新
た
に
死
ん
だ
君
の

木
主
　
〔
位
牌
〕
　
を
先
祖
の
木
主
に
並
べ
て
合
祭
す
る
と
き
の
一
定
の
序
列
を
い

う
〔
③
】
。
そ
し
て
　
「
逆
祀
」
　
と
は
、
そ
の
序
列
を
文
公
が
乱
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
魯
の
公
室
の
系
図
を
略
記
し
て
み
よ
う
。

恵
公
t
最
㌍
Ⅲ
荘
公
h
…
…
里
開
公
の
庶
兄
)
-
Ⅵ
文
公

文
公
の
父
で
あ
る
億
公
は
関
公
の
庶
兄
で
あ
っ
た
が
、
関
公
が
蹴
さ
れ
た
た

め
、
弟
を
継
い
だ
形
で
即
位
し
た
。
そ
し
て
債
公
の
亡
き
後
、
文
公
は
実
父
で

あ
る
債
公
を
関
公
の
上
位
に
列
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
文
公
の
意
図
す
る

と
こ
ろ
で
は
、
債
公
の
方
が
年
長
で
あ
る
の
で
、
父
の
債
公
を
上
位
に
置
こ
う

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
実
父
を
尊
ぶ
　
「
親
を
親
し
む
」
　
心
情
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
『
穀
梁
伝
』
は
「
逆
祀
」
　
で
あ
る

と
し
て
非
難
し
、
「
親
親
を
以
て
尊
尊
を
害
わ
な
い
」
　
の
が
『
春
秋
』
　
の
義
だ

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
『
穀
梁
伝
』
に
は
、
「
諸
侯
の
尊
、
弟
兄
は
属
を
以
て
通
ず

る
を
得
ず
」
と
い
う
命
題
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
隠
公
七

年
の
例
で
あ
る
。

隠
0
7
　
「
賓
侯
使
其
弟
年
爽
鴨
(
斉
侯
、
其
の
弟
の
年
を
し
て
来
聴
せ
し
む
)
」

諸
侯
の
位
は
き
わ
め
て
尊
く
、
た
と
え
兄
弟
で
あ
っ
て
も
そ
の
親
族
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
他
国
に
通
じ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
る
に
こ

こ
で
　
「
弟
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
来
た
り
て
我
が
国
と
接
し
た
か
ら
、

(
斉
公
の
弟
と
い
う
)
貴
称
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
(
諸
侯
之
尊
、
弟
兄
不
得

以
展
通
。
其
弟
云
者
、
以
其
衆
接
於
我
、
牽
其
貴
者
也
)
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こ
れ
は
諸
侯
の
地
位
が
臣
下
と
は
隔
絶
し
て
高
い
た
め
、
た
と
え
国
君
と
兄

弟
の
関
係
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
物
が
国
君
の
親
族
で
あ
る
と
い
う

特
権
を
他
国
で
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
国
君
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
臣
下
と
い
う
点
で
は
兄
弟
と
い
え
ど
も
同
一

だ
か
ら
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
　
「
尊
尊
」
　
の
原
理
が
　
「
親
親
」
　
に
優
先
し
て
絶

対
的
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
命
題
は
隠
公
の
こ
の
条
以
外
に
も

四
例
　
(
桓
公
十
四
年
・
袈
公
二
十
年
・
昭
公
元
年
・
八
年
)
　
ほ
ど
見
出
せ
る
。

ち
な
み
に
『
公
羊
伝
』
で
は
　
「
君
臣
の
義
」
　
と
と
も
に
　
「
親
親
の
道
」
　
が
重

ん
ぜ
ら
れ
、
こ
の
両
者
が
緊
張
を
保
っ
た
ま
ま
に
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
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れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
穀
梁
伝
』
で
は
「
君
臣
の
義
」
が
「
尊
等
の
道
」

と
さ
れ
、
「
尊
尊
の
道
」
が
　
「
親
親
の
道
」
　
に
優
先
す
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
天
子
一
元
の
封
建
制
度
の
確
立
を
理
想
と
す
る
『
穀
染
伝
』

の
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

桓
0
8
　
r
祭
公
衆
、
遂
逆
王
后
干
紀
」

こ
こ
で
　
(
天
王
使
祭
公
束
と
)
　
「
使
」
　
を
い
わ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
(
祭
伯
が
王

后
を
要
る
と
い
う
)
宗
廟
の
大
事
を
我
が
国
に
謀
っ
た
こ
と
を
不
正
と
見
な
し
た

た
め
、
「
便
」
と
い
う
表
現
を
与
き
な
い
の
で
あ
る
。
「
遂
」
　
と
は
、
事
を
継
ぐ
と

い
う
表
現
で
あ
る
。
「
遂
に
王
后
を
逆
え
た
」
　
と
い
う
の
は
、
粗
略
に
し
た
の
で
あ

る
。
一
説
に
、
天
子
に
は
外
が
無
い
か
ら
、
王
が
命
ず
れ
ば
そ
の
場
で
事
が
成
る

か
ら
だ
と
い
う
。
(
其
不
言
使
焉
何
也
。
不
正
其
以
宗
廟
之
大
事
即
謀
於
我
。
故
弗

輿
使
也
。
遂
、
総
革
之
辞
也
。
其
日
遂
逆
王
后
、
故
略
之
也
。
或
日
、
司
刊
珂
州
、

王
命
之
則
成
実
)

倍
2
4
　
「
冬
、
天
王
出
居
干
鄭
」

「
天
子
」
　
に
は
　
「
出
る
し
　
こ
と
は
な
い
。
「
出
る
」
　
と
は
、
天
下
を
失
う
こ
と
だ
か

ら
で
あ
る
。
「
居
る
」
　
と
は
、
自
分
の
所
に
　
「
居
る
」
　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と

え
　
(
天
子
が
)
　
天
下
を
失
っ
て
も
、
(
諸
侯
が
)
　
そ
れ
を
所
有
す
る
こ
と
は
な
い
。

(
司
刊
利
脚
。
出
、
失
天
下
也
。
居
者
、
居
其
所
也
。
錐
失
天
下
・
莫
敢
有
也
)

成
0
1
　
「
秋
、
王
師
敗
績
干
茅
戎
」

「
戦
う
」
　
と
い
わ
な
い
の
は
、
(
王
師
に
)
　
匹
敵
す
る
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

尊
者
の
為
に
は
匹
敵
さ
れ
る
こ
と
を
謹
ん
で
、
「
敗
」
　
は
詰
ま
な
い
。
親
者
の
為
に

は
　
「
敗
」
　
を
謹
ん
で
、
匹
敵
す
る
こ
と
は
謹
ま
な
い
。
こ
れ
が
尊
尊
親
親
の
義
で

あ
る
。
だ
れ
が
「
放
っ
た
し
　
の
か
。
晋
で
あ
る
。
(
不
言
戦
、
笥
嘲
瑚
嘲
。
鳥
尊

者
論
敵
、
不
詩
敗
。
癌
親
音
詩
敗
、
不
詳
赦
。
尊
尊
親
親
之
義
也
。
然
則
執
敗
之
。

音
也
)

桓
1
5
　
「
十
有
五
年
、
春
、
二
月
、
天
王
使
家
父
衆
求
車
」

昔
は
、
諾
険
は
そ
の
時
々
に
、
自
国
の
産
物
を
天
子
に
献
上
す
る
の
が
習
わ
し

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
　
(
天
子
は
)
　
辞
讃
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
徴
求
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
「
車
を
求
め
た
」
の
は
、
非
礼
で
あ
る
。
(
文
公
九
年
に
)

「
金
を
求
め
た
」
　
の
は
も
っ
と
非
礼
で
あ
る
。
(
古
者
、
諸
侯
時
献
干
天
子
以
其
國

之
所
有
。
故
有
辞
譲
而
無
徴
求
。
求
車
、
非
趨
也
。
求
金
甚
也
)

と
い
う
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
桓
公
八
年
の
　
「
或
日
、
天
子
無
外
し
　
が
、
同

年
『
公
羊
伝
』
　
の
　
「
王
者
無
外
、
其
辞
成
美
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
同
様
に
債
公
二
十
四
年
の
　
「
天
子
無
出
」
　
は
同
年
『
公
羊
伝
』
　
の
　
「
王
者

無
外
」
に
、
ま
た
成
公
元
年
の
　
「
真
之
敢
敏
也
」
は
同
年
『
公
羊
伝
』
の
　
「
王
者
無
敵
、

莫
敢
当
也
」
　
に
、
さ
ら
に
桓
公
十
五
年
の
　
「
有
辞
譲
而
無
徴
求
」
　
は
同
年
『
公
羊
伝
』

の
　
「
王
者
無
求
」
　
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
『
公
羊
伝
』
　
の
　
「
王
者
」
　
が
、
『
穀
梁
伝
』
で
は
す
べ
て
　
「
天
子
」
　
と
い
う

表
現
に
変
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
　
「
王
」
　
が
地
上
に
唯

一
無
二
の
存
在
で
な
く
な
っ
て
久
し
い
時
代
の
風
潮
を
反
映
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
漠
代
に
は
　
「
皇
帝
」
　
が
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
っ
て
、
「
王
」
　
は
春
秋
時
代
の
諸

侯
の
ご
と
き
地
位
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。

真
崎
清
博
「
穀
梁
伝
の
性
格
と
位
置
」
　
(
史
学
研
究
一
四
一
一
九
七
八
)
。

昭
樺
の
説
明
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
古
く
宗
廟
に
お
い
て
死
者
の
木
主
(
位
牌
)

を
並
べ
て
合
祭
を
行
な
う
と
き
、
始
祖
の
木
主
が
室
の
西
方
に
あ
っ
て
東
面
し
、
そ
れ
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以
下
は
始
祖
の
東
方
に
あ
っ
て
北
列
で
南
面
す
る
も
の
と
南
列
で
北
面
す
る
も
の
と
に

わ
け
ら
れ
る
。
昭
櫓
の
名
は
南
面
す
る
も
の
が
明
る
い
位
置
で
あ
り
、
北
面
す
る
も
の

が
暗
い
位
置
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
始
祖
は
昭
棒
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、

始
祖
の
子
が
昭
列
の
第
1
位
、
そ
の
子
が
穆
列
の
第
1
位
、
そ
の
子
が
昭
列
の
第
2
位
、

ま
た
そ
の
子
が
穆
列
の
第
2
位
、
以
下
腑
に
か
く
の
如
く
で
あ
る
。
…
…
」
(
谷
田
孝

之
　
『
中
国
思
想
事
典
』
日
原
利
国
編
「
昭
穆
」
の
項
。
研
文
出
版
一
九
八
四
)




